





























（Cost-benefit analysis : CBA），費用効果分析（Cost-effective analysis : CEA），費用効




























































第 2章 意思決定支援のための多基準分析 ６１
2.2 多基準分析活用の取組みについて
























































































また，ウェイティング手法による相違に関しては Rank Order Centroid（ROC）weight
の開発者であるエドワーズとバロンによる広範囲にわたるシミュレーション研究の結





































第 2章 意思決定支援のための多基準分析 ６５
括性を最大限に確保しつつ，評価のプロセスを可視化することによって何らかの合意
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